
岩手の生協の今をお伝えする

岩手の生協 VOL.16 2008.9
岩手県生活協同組合連合会

原油高騰に困っている消費者・生産者・事業者が緊急対策を訴え！

定年後を見通した「ライフプランセミナー」を開催 「どうなる医療費負担」連続セミナー第 2 弾で学習しました

特集 1. この冬は、灯油 1 缶 2,000 円 ?!
 これではとてもやっていけない !
 ～今こそ、「投機マネー」と石油元売会社への規制を求める運動を～

２. 「ＣＯ・ＯＰ手づくり餃子」事件から見えるもの（下）
 日本農業の再生と食料自給率向上のために求められること
■岩手県生協連トピックス
  ・「岩手・宮城内陸地震」へのご支援ありがとうございました
  ・ライフプランセミナーを開催 ほか
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こ
の
冬
の
灯
油
代
は
1�
万
円
！

岩
手
県
内
の
灯
油
価
格
は
、
昨
年
の

10
月
に
は
1
缶
１
，４
７
８
円
で
し
た

が
、
こ
の
7
月
に
は
２
，３
２
３
円
と

９
０
０
円
近
く
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
冬
の
灯
油
代
は
、

12
万
円
に
も
。
こ
れ
は
、
昨
年
冬
に
比

べ
2.5
万
円
の
負
担
増
、
ま
た
、
03
年
に

比
べ
る
と
3
倍
近
い
灯
油
代
に
。
県
民

世
帯
全
体
で
は
、
昨
年
比
１
５
０
億
円

も
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

原
油
高
の
原
因
は
、「
投
機
マ
ネ
ー
」

こ
の
間
、
灯
油
だ
け
で
は
な
く
、
ガ

ソ
リ
ン
、
軽
油
、
重
油
あ
ら
ゆ
る
石
油

製
品
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

石
油
製
品
の
高
騰
は
、
世
界
的
な
原
油

の
暴
騰
が
原
因
で
す
。
昨
年
前
半
に

は
、
1
バ
ー
レ
ル
50
～
60
ド
ル
台
だ
っ

た
が
原
油
が
、
今
年
1
月
に
は
初
め
て

１
０
０
ド
ル
を
突
破
、
そ
の
後
も
上
が

り
続
け
、
7
月
中
旬
に
は
１
４
７
ド
ル

と
い
う
過
去
最
高
の
価
格
に
ま
で
暴

騰
し
ま
し
た
。
そ
の
後
１
０
０
ド
ル
前

後
に
急
落
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
ア
メ

リ
カ
の
金
融
不
安
を
受
け
て
１
０
０
～

１
２
０
ド
ル
を
乱
高
下
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
原
油
高
騰
の
背
景
に
は
、

い
ま
だ
に
続
く
イ
ラ
ク
戦
争
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
攻
撃
な
ど
中
東
情
勢
の
深
刻

化
（
こ
れ
ら
も
要
因
は
石
油
の
奪
い
合

い
）、
中
国
・
イ
ン
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
発
展
途
上
国
の
経
済
発
展
と
石
油
需

要
の
増
大
、
石
油
埋
蔵
量
の
限
界
の
中

で
先
行
き
の
需
給
逼
迫
の
見
込
み
な
ど

ガ
ソ
リ
ン
1
㍑
１
８
１
円
、
灯
油
1

缶
２
，３
２
３
円
…
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

発
表
の
7
月
の
価
格
は
、
１
９
７
３
年

の
調
査
開
始
以
来
、
最
高
値
を
記
録
し

ま
し
た
。
9
月
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油

と
も
値
下
げ
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
昨

年
に
比
べ
た
ら
ま
だ
ま
だ
と
ん
で
も
な

い
高
値
で
す
。
こ
う
し
た
石
油
製
品
の

高
騰
は
、
物
価
高
や
資
材
高
騰
に
苦
し

む
、
消
費
者
の
く
ら
し
を
は
じ
め
、
中

小
の
事
業
者
や
農
林
漁
業
に
も
大
き
な

打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
暖

房
と
し
て
高
く
て
も
灯
油
を
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
冬
は
、
ま
す
ま
す
大
変
な
事

態
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、「
な
ぜ
、
今
こ

ん
な
に
石
油
製
品
が
上
が
っ
て
い
る
の

か
」「
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
は
ど
う

し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
」
を
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

特 集 1

こ
の
冬
は
、
灯
油
1
缶
２
，
０
０
０
円
？！

こ
れ
で
は
と
て
も
や
っ
て
い
け
な
い
！

今
こ
そ
、「
投
機
マ
ネ
ー
」
と
石
油
元
売
会
社
へ
の
規
制
を
求
め
る
運
動
を
！

年度

■灯油価格・冬季灯油代の推移

※灯油価格はいずれも１月時点の生協灯油価格。
　 冬季灯油代は、10～3月の生協灯油価格×
　 いわて生協灯油利用者平均使用量で計算。
　 08年度は10月の生協価格での試算。

 １㍑ １缶 灯油代

2003 43.5円 783円 45,802円

2004 58.0円 1,044円 61,086円

2005 70.5円 1,269円 80,468円

2006 75.5円 1,359円 83,054円

2007 97.0円 1,746円 95,095円

2008 120.0円 2,160円 120,000円

中
東
諸
国
を
中
心
に
13
カ
国
で
つ
く
る
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
（
石
油
輸
出
国
機
構
）
が
42
％
、
残
り
を

ロ
シ
ア
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

07
年
末
の
世
界
の
可
採
年
数
（
あ
と
ど
れ
ぐ
ら

い
原
油
を
掘
れ
る
か
）
は
50
年
。
こ
れ
は
、
埋

蔵
量
を
生
産
量
で
割
っ
た
も
の
で
、
新
規
油
田

の
発
見
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
埋

蔵
量
で
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
全
体
の
7
割
を
占
め
お

り
、
今
後
の
石
油
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

石
油
・
灯
油
ミ
ニ
知
識

出典：石油情報センター「OIL NOW 2008」より

世界の原油の4�％を中東諸国で生産
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原
油
高
で
投
機
資
本
や
石
油
メ
ジ
ャ
ー

は
過
去
最
高
の
利
益
！

こ
う
し
た
原
油
の
高
騰
で
、
一
部
の

投
機
資
本
や
石
油
メ
ジ
ャ
ー
は
過
去
最

高
の
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。
特
に
、

世
界
的
な
石
油
メ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
・
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
の
4
～
6

月
期
の
利
益
は
1.2
兆
円
（
ト
ヨ
タ
の
1

年
間
の
利
益
と
ほ
ぼ
同
じ
）
と
、
ア
メ

リ
カ
企
業
の
3
か
月
決
算
で
は
最
大
の

利
益
と
な
っ
た
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
の
石
油
会
社
も
昨
年
度
は

４
，
０
０
０
億
円
を
超
え
る
利
益
！

国
内
の
石
油
元
売
会
社
も
好
決
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
07
年
度
は
、
原
油
価

格
が
高
騰
し
国
内
需
要
が
減
少
し
た
も

の
の
、石
油
全
社
（
精
製
・
元
売
計
19
社
）

の
利
益
は
４
，
０
１
７
億
円
と
、
2
年

ぶ
り
の
増
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
こ
3
・
4
年
、
国
内
の
石
油
元
売
会

社
は
、「
国
内
の
需
要
が
減
っ
て
い
る

か
ら
量
の
調
整
の
た
め
に
灯
油
・
軽
油

を
輸
出
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
「
儲
か
る
海
外
市
場
へ
の
灯

油
・
軽
油
の
輸
出
を
増
や
し
、
国
内
は

在
庫
を
し
ぼ
っ
て
価
格
を
上
げ
る
」
販

売
政
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
10
月
か
ら
は
新
日
石

と
出
光
が
、
こ
れ
ま
で
「
月
単
位
で
、

コ
ス
ト
連
動
（
原
油
な
ど
の
調
達
コ
ス

ト
な
ど
を
も
と
に
）」
で
決
め
て
い
た

仕
切
価
格
（
卸
売
価
格
）
を
「
週
単
位

で
、
市
場
連
動
（
国
内
の
製
品
先
物
価

格
や
地
域
ご
と
の
小
売
価
格
な
ど
も
加

味
し
て
）」
で
決
め
る
「
新
価
格
体
系
」

に
移
行
し
ま
す
。「
週
単
位
で
価
格
を

見
直
し
、
透
明
性
を
高
め
る
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
新
価
格
体
系
で
は
、
仕
切

価
格
の
根
拠
が
不
透
明
に
な
り
、
ま
た

週
単
位
で
思
う
が
ま
ま
の
値
上
げ
が
行

わ
れ
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
こ

の
「
新
価
格
体
系
」
の
真
の
ね
ら
い
は
、

今
後
国
内
の
需
要
が
減
り
海
外
へ
の
輸

出
が
増
え
れ
ば
、
灯
油
先
物
価
格
が
上

が
る
の
は
確
実
で
あ
り
、
そ
の
際
「
コ

ス
ト
連
動
」
で
は
な
く
「
市
場
連
動
」

に
し
て
お
い
た
方
が
、
値
上
げ
し
や
す

い
し
利
益
も
上
げ
ら
れ
る
と
見
込
ん
で

の
こ
と
で
す
。

に
よ
り
、
原
油
価
格
高
騰
を
見
込
ん
だ

「
投
機
マ
ネ
ー
」
が
原
油
先
物
市
場
に

巨
額
の
資
金
を
投
入
し
た
こ
と
が
最
大

の
要
因
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
日
本
政
府
も
認
め
て

お
り
、
7
月
15
日
に
公
表
さ
れ
た
「
通

商
白
書
」
で
は
、「
急
激
な
価
格
高
騰
は
、

投
機
資
金
の
流
入
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
」
と
し
「
原
油
価
格
の

40
％
、
と
う
も
ろ
こ
し
価
格
の
50
％
が
、

投
機
な
ど
に
よ
る
押
し
上
げ
分
」
と
推

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
甘
利
経
済
産
業

大
臣
（
当
時
）
も
「
原
油
価
格
の
上
限

は
70
ド
ル
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も

40
ド
ル
以
上
は
高
く
つ
け
て
い
る
」
と

発
言
し
て
い
ま
す
。（
第
１
６
９
国
会
・

経
済
産
業
委
員
会
）

出典：新聞「農民」08 年 8 月 4 日号より

出典：2008 年 8 月 12 日「燃料油脂新聞」より
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■石油産業(全社)の経常利益の推移
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石
油
製
品
は
、
原
油
に
熱
を
加
え
て
揮
発
し

た
順
に
分
類
し
て
取
り
出
し
て
作
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
製
品
が
で
き
る
割
合
（
得
率
）
は
、
ほ
ぼ

一
定
で
あ
り
、
灯
油
だ
け
を
生
産
し
た
り
、
灯

油
だ
け
を
多
く
生
産
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
か
ら
考
え
る
と
、
生
産
原

価
は
同
じ
な
の
で
、
販
売
価
格
も
同
じ
で
い
い

は
ず
で
す
。
し
か
し
、
重
油
や
ナ
フ
サ
を
買
う

大
企
業
に
は
安
く
売
り
、
買
い
手
が
バ
ラ
バ
ラ

な
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

99
年
4
月
の
日
本
石
油
と
三
菱
石
油
の
合
併

を
皮
切
り
に
、
こ
の
10
年
で
日
本
の
石
油
業
界

は
14
社
か
ら
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
統
合
さ
れ
ま

し
た
。
少
数
の
会
社
が
市
場
を
独
占
す
る
と
、
価

格
競
争
が
起
き
に
く
く
な
り
、
石
油
元
売
会
社
は

思
う
が
ま
ま
の
価
格
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

99年10月精製・
物流提携

出光興産

日本石油 三菱石油

日石三菱

新日本
石油

コスモ
石油

大協石油

丸善石油

旧コスモ石油

日本鉱業

共同石油

昭和石油

シェル石油

昭和シェル
石油

東燃

ゼネラル石油

東燃
ゼネラル
石油

エッソ石油

モービル石油

エクソン
モービル

ジャパン
エナジー

99年10月精製・
物流提携

06年6月
業務提携

95年
物流提携

02年12月
精製提携2002年7月

社名変更

99 年4月合併

86
年
4
月
合
併

92
年
2
月
合
併

85
年
1
月
合
併

00
年
7
月
合
併

20
年
6
月
合
併

99年4月合併

86
年
4
月
合
併

92
年
2
月
合
併

85
年
1
月
合
併

00
年
7
月
合
併

02
年
6
月
合
併

出典：石油情報センター
「OIL NOW 2008」より

出典：石油情報センター
「OIL NOW 2008」より

石油製品は連産品ますます集約化がすすむ石油元売会社
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灯
油
・
石
油
製
品
の
異
常
高
騰
に
対
し
て

早
急
に
運
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
異
例
の
7
月
に
開
催
し
、
同
時
に
「
緊

急
対
策
本
部
」
を
設
置
。

代
表
9
名
が
県
庁
を
訪
問
し
、「
福
祉
灯

油
」
な
ど
の
拡
充
、国
へ
の
「
投
機
マ
ネ
ー
」

の
規
制
や
石
油
諸
税
の
引
き
下
げ
な
ど
を

要
望
。

昨
年
は
、
私
た
ち
の
長
年
の
要
望
が
実
り
、

35
市
町
村
す
べ
て
で「
福
祉
灯
油
」が
実
施
！

今
年
の
実
施
・
拡
充
に
む
け
て
、
8
月
に
35

市
町
村
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
岩
手
県
議
会
・
市
町
村
請
願
な

ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

「
緊
急
対
策

本
部
」
で
の

よ
び
か
け
に

こ
た
え
、
い

わ
て
生
協
中

心
に
５
０
０

通
を
こ
え
る

切
実
な
声
が

寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
、
県
議

会
や
国
会
要
請
な
ど
に
提
出
・
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

北
海
道
・
東
北
の
生
協
で
力
を
あ
わ
せ
て
仙

台
で
実
施
し
記
者
会
見
で
発
表
し
ま
し
た
。

際
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
で
価

格
が
決
ま
る
本
来
の
姿
に
早
く
戻
す

こ
と
。
そ
う
で
な
い
と
、
一
旦
原
油

価
格
が
下
が
っ
て
も
、
ま
た
投
機
資

本
の
儲
け
の
た
め
に
さ
ら
な
る
高
騰

が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
石
油
備
蓄
の
取
り
崩
し
、
石
油
諸
税

の
引
き
下
げ
な
ど
、
石
油
製
品
の
高

騰
を
抑
え
る
、
下
げ
る
た
め
の
緊
急

対
策
を
行
う
こ
と
。

 

石
油
備
蓄
の
放
出
は
、「
非
常
事
態
に

よ
っ
て
、
海
外
か
ら
の
供
給
が
途
絶

え
た
場
合
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
備
蓄
放
出
は
何
度

か
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
の
時
は
、
ア
メ
リ

カ
政
府
の
要
請
で
民
間
備
蓄
が
放
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
石
油
製
品

の
異
常
価
格
を
冷
や
す
に
は
、
安
い

時
に
備
蓄
し
た
原
油
の
放
出
は
有
効

で
す
。

 

ま
た
、
石
油
製
品
に
は
、
原
油
輸
入

し
た
段
階
で
「
石
油
炭
素
税
」、
製

品
の
段
階
で
「
ガ
ソ
リ
ン
税
」
な
ど
、

さ
ら
に
販
売
時
に
「
消
費
税
」
が
か

か
り
、
ガ
ソ
リ
ン
で
は
1
㍑
63
円
が

税
金
、
軽
油
で
は
39
円
が
税
金
で
す
。

今
年
4
月
に
「
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
」

が
廃
止
に
な
っ
た
際
に
ガ
ソ
リ
ン
価

格
が
下
が
っ
た
よ
う
に
、
現
在
の
異

常
高
騰
を
下
げ
る
に
は
、
石
油
諸
税

の
引
き
下
げ
も
効
果
が
あ
り
ま
す

こ
の
ま
ま
で
は
、
農
林
漁
業
も
事
業
も

く
ら
し
も
成
り
立
た
な
い
！

「
船
の
燃
料
は
こ
の
3
年
で
5
倍
！

漁
に
で
れ
ば
1
回
18
万
円
の
赤
字
」「
酪

農
を
25
年
間
や
っ
て
き
て
、
飼
料
と
燃

料
の
高
騰
で
今
が
一
番
苦
し
い
」「
米

の
値
段
は
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
米
の

乾
燥
に
は
高
い
灯
油
を
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
困
っ
て
い
る
」「
工
場
の
燃

料
費
は
こ
の
1
年
半
で
2
倍
。
経
営
努

力
も
も
う
限
界
」
⋮
⋮
石
油
製
品
の
高

騰
は
、
農
林
漁
業
、
事
業
者
に
も
燃
料

や
資
材
の
値
上
げ
と
し
て
の
し
か
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

岩
手
県
経
済
研
究
所
の
7
月
中
旬
の

調
査
に
よ
る
と
、「
県
内
企
業
の
9
割
」

が
原
油
高
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
う
ち

5
割
は
「
価
格
転
嫁
が
で
き
て
い
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
農

林
漁
業
も
事
業
者
も
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
暖
房
と
し
て
高
く
て

も
灯
油
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
冬
が
く

れ
ば
、
さ
ら
に
大
変
に
な
り
ま
す
。

「
投
機
マ
ネ
ー
」
の
規
制
な
ど

国
と
し
て
緊
急
対
策
を
！

現
在
の
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、

国
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
対
策
を
至
急

行
う
べ
き
で
す
。

①
原
油
高
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
「
投

機
マ
ネ
ー
の
規
制
」
を
、
日
本
が
率

先
し
て
各
国
と
協
力
し
て
行
い
、
実

岩
手
県
生
協
連
が
、
現
在
す
す
め
て
い
る
と
り
く
み

●
7
月
8
日
第
1
回
県
連
灯
油
委
員
会
開
催
、

「
灯
油
問
題
緊
急
対
策
本
部
」
の
設
置

●
7
月
8
日
岩
手
県
へ
の
要
請
行
動

●
昨
年
の
「
福
祉
灯
油
」
の
各
市
町
村
で

の
実
施
状
況
を
実
態
調
査
。

●
も
う
が
ま
ん
で
き
な
い
！
灯
油
・
石
油

製
品
値
上
げ
～
わ
た
し
の
声
・
意
見
」

●
9
月
2
日
北
海
道
・
東
北
7
生
協
連
に

よ
る
統
一
緊
急
集
会
・
１
０
０
万
人

署
名
ス
タ
ー
ト
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12
団
体
に
よ
る
3
回
の
実
行
委
員
会
で
検

討
・
準
備
し
開
催
。
こ
の
規
模
の
事
業
者
や

生
産
者
団
体
が
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
ん
だ
の

は
全
国
で
も
初
。
当
日
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い

の
８
０
０
人
が
参
加
し
、
活
気
あ
ふ
れ
る
集

会
・
ア
ピ
ー
ル
行
進
に
な
り
ま
し
た
。

12
団
体
か
ら
20
人
が
参
加
し
て
、
盛
岡
市
・

大
通
り
で
署
名
の
よ
び
か
け
を
実
施
。
1

時
間
で
１
０
０
筆
近
い
署
名
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

各
生
協
の
こ
の
冬
の
運
動
と
仲
間
づ
く
り
の

と
り
く
み
を
交
流
。
ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
イ
ン

と
な
る
9
月
21
日
～
10
月
20
日
ま
で
の
価
格

を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
の
価
格
に
つ
い
て

は
、
10
月
15
日
の
第
3
回
県
連
灯
油
委
員
会

で
、
検
討
・
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

■
9
月
21
日
～
10
月
20
日
の
配
達
価
格

　
（
税
込
み
）

お
ま
か
せ
給
油 

1
㍑
１
２
０
円
、

 

18
㍑
1
缶
２
，１
６
０
円

店
頭
価
格 

1
㍑
１
１
５
円
、

 

18
㍑
1
缶
２
，０
７
０
円

■
価
格
決
定
の
考
え
方

7
月
中
旬
以
降
の
原
油
価
格
の
値
下
が
り
を

受
け
て
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
も
値
下
げ
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
灯
油
価
格
は
そ
れ
ほ
ど
下
が
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
1
か
月
の
決
定
価

格
と
し
て
、
大
幅
な
値
下
げ
を
行
い
、
シ
ー

ズ
ン
イ
ン
の
市
況
を
下
げ
て
い
き
ま
す
。

10
月
末
ま
で
、「
原
油
高
へ
の
緊
急
対
策
を

求
め
る
緊
急
10
万
人
署
名
」
を
推
進
中
！

国
・
国
会
に
要
請
行
動
を
し
な
が
ら
提
出

し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

今
こ
そ
、「
く
ら
し
と
命
を
守
る
運
動
」

と
し
て
、
学
習
と
運
動
、
灯
油
共
同
購

入
を
広
げ
よ
う
！

新
し
い
貧
困
と
格
差
が
広
が
り
、
く

ら
し
や
地
域
の
産
業
・
経
済
も
大
変
に

な
っ
て
い
る
今
、
生
活
必
需
品
で
あ
る

灯
油
は
、「
く
ら
し
と
地
域
を
守
る
」
運

動
と
し
て
、
そ
の
と
り
く
み
を
強
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
考

え
方
や
今
回
紹
介
し
た
内
容
を
、
ぜ
ひ

み
ん
な
で
学
習
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
岩
手
県
生
協
連
で
は
、
Ｊ
Ａ

や
県
漁
連
、
バ
ス
協
会
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
組
合
な
ど
12
団
体
と
い
っ
し
ょ
に
、

原
油
高
へ
の
国
の
緊
急
対
策
を
求
め
て

「
緊
急
10
万
人
署
名
」
を
展
開
中
で
す
。

こ
う
し
た
運
動
へ
の
参
加
も
、
み
ん
な

で
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
灯
油
共
同
購
入
に
参
加
す

る
仲
間
を
み
ん
な
で
増
や
し
、
配
達
コ

ス
ト
を
下
げ
、
少
し
で
も
安
い
価
格
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
県

内
で
は
、
廃
業
す
る
ス
タ
ン
ド
や
小
売

店
も
増
え
て
お
り
、
灯
油
配
達
が
な
く

な
る
地
域
も
で
て
く
る
で
し
ょ
う
。
こ

う
し
た
中
で
、
県
内
ど
こ
で
も
同
じ
価

格
で
配
達
で
き
る
生
協
灯
油
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
生

協
灯
油
の
配
達
を
支
え
る
た
め
に
も
、

ま
わ
り
で
の
仲
間
づ
く
り
を
、
み
ん
な

で
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
「
福
祉
灯
油
」
の
拡
充
を
は
じ
め
石

油
へ
の
依
存
度
が
高
い
農
林
漁
業
、

運
輸
業
、
零
細
中
小
企
業
へ
の
緊
急

の
支
援
対
策
を
行
う
こ
と
。
こ
の
8

月
29
日
に
、
政
府
は
、
原
油
高
な
ど

へ
の
支
援
策
も
盛
り
込
ん
だ
「
安
心

実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」
を

発
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
具
体
的

な
内
容
が
煮
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

し
、
国
会
の
解
散
・
総
選
挙
で
ど
う

な
る
か
、
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

④
国
と
し
て
、
安
定
供
給
と
適
正
な
価

格
の
た
め
に
、
石
油
元
売
会
社
へ
の

監
視
・
指
導
を
強
め
る
こ
と
。
か
つ

て
は
、
石
油
元
売
会
社
に
対
し
、
国

か
ら
の
指
導
や
規
制
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
国
は
96
年
3
月

に
特
石
法
（
特
定
石
油
輸
入
暫
定
措

置
法
）
を
廃
止
し
、
石
油
製
品
の
輸

出
入
を
自
由
化
。
ま
た
、
97
年
6
月

に
は
石
油
流
通
に
お
け
る
「
行
政
不

介
入
」
を
旨
と
す
る
報
告
書
を
出
し

て
以
降
、
規
制
緩
和
が
さ
ら
に
す
す

み
、
石
油
製
品
が
高
騰
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
石
油
元
売
会

社
を
規
制
す
る
法
律
は
な
く
、
実
質

的
な「
指
導
」は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
毎
年
石
油
産
業
に
膨
大
な

税
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
国
は
石
油
元
売
会
社
を
監

視
・
指
導
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

内閣総理大臣 殿 

衆議院議長 殿、参議院議長 殿 

 

これではとてもやっていけない !！ 

原油高に対する緊急対策を求めます。 
 

ガソリンは 1 ㍑ 180 円、灯油は 1 缶 2,400 円を超える異常な値上がりが続き、きびし

さをます私たちの家計を直撃しています。また、石油製品の高騰は、燃料や資材の値上げ

となって、中小の事業者や農林漁業にも大きな打撃を与えています。このままでは、消費

者も生産者も事業者もくらしや経営が成り立ちません。国として、効果的な支援対策を要

望します。

また、現在の石油製品の異常高騰は、世界的な原油の暴騰が要因であり、その背景には、

「投機マネー」の巨額の流入があります。実際の取引量では１％でしかないニューヨーク

原油先物市場が「異常高騰」を作り出しており、昨年前半には「50～60 ドル／バーレ

ル」だった原油をこの 1 年で一気に「140 ドル」まで押し上げ、今後「200 ドル」「300
ドル」原油が世界経済を襲うとの予想も出されています。石油の価格安定と安定供給は、

世界のすべての国々の経済や、人々の生活の安定に不可欠です。今こそ、日本政府が各国

と協力して、「投機マネー」への規制に緊急に取り組むことを要望します。

請願項目

１．原油高騰の要因となっている「投機マネーの流入」に対して、日本が率先して各国と 

連携し、規制を行ってください。 

２．石油備蓄の取り崩し、石油諸税の引き下げなど、石油製品高騰への緊急の対策を行っ

てください。 

３．「福祉灯油」の拡充をはじめ、石油への依存度が高い農林漁業、運輸業、中小零細企 

  業への経営安定対策など、緊急の支援対策を行ってください。 

 

名前 ご住所

ぜひご家族みなさんでご協力ください。（年齢に関係なくどなたでも署名いただけます）

※個人情報として取り扱いには最大限注意します。また要請目的以外には使用しません。

取り扱い団体： 岩手県生活協同組合連合会

●
9
月
5
日「
が
ま
ん
で
き
な
い
！
原
油
高
！

消
費
者
・
生
産
者
・
事
業
者
緊
急
集
会
」

●
9
月
10
日
「
原
油
高
へ
の
緊
急
対
策
を

求
め
る
10
万
人
署
名
」
街
頭
署
名
行
動

●
9
月
17
日
第
2
回
県
連
灯
油
委
員
会

●
今
後
も
、
12
団
体
や
北
海
道
・
東
北
の

生
協
と
共
同
し
て
、
国
や
県
、
石
油

元
売
会
社
な
ど
へ
の
要
請
行
動
な
ど

を
す
す
め
ま
す
。
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特 集 2さ
ら
に
こ
う
し
た
情
報
を
秘
密
に
し

た
ま
ま
、「
国
民
の
目
線
で
」「
消
費

者
庁
を
設
置
し
て
消
費
者
の
権
利
を
守

る
」
と
主
張
す
る
自
民
党
内
閣
の
「
本

音
」
が
疑
わ
れ
ま
す
。
中
国
で
の
こ
の

事
件
は
、「
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
手
づ
く
り
餃
子
」

へ
の
農
薬
混
入
が
大
方
の
予
想
通
り
中

国
国
内
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明

す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
重
要

な
こ
と
は
、
日
本
の
主
権
が
及
ば
な
い

外
国
に
国
民
の
命
の
糧
で
あ
る
食
料
を

依
存
す
る
危
険
性
・
危
う
さ
を
事
実
で

証
明
さ
れ
た
形
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

の
よ
う
に
食
料
の
大
半
を
外
国
に
依
存

し
続
け
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
「
外
交
上

の
駆
け
引
き
」
が
生
じ
る
か
解
り
ま
せ

ん
か
ら
、
国
民
の
命
が
絶
え
ず
脅
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

●
今
日
も
決
裂
し
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議

7
月
21
日
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か

れ
て
い
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
は
、
9
日

間
の
交
渉
の
結
果
、
今
回
も
決
裂
し
ま

し
た
。
２
０
０
１
年
の
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン

ド
の
立
ち
上
げ
か
ら
7
年
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣

僚
会
議
は
と
く
に
農
産
物
貿
易
の
ル
ー

ル
で
合
意
で
き
ず
、
今
後
の
交
渉
再
開

も
不
透
明
の
ま
ま
に
終
わ
り
ま
し
た
。

今
回
決
裂
は
最
終
的
に
農
産
物
の
輸

入
制
限
措
置
（
緊
急
時
に
お
け
る
輸
入

制
限
を
行
え
る
権
利
）
を
め
ぐ
っ
て
ア

メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
・
中
国
が
激
し
く
対

立
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
質
的
に
は
現
在
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ

体
制（
と
く
に
農
業
協
定
）そ
の
も
の
が
、

１
９
９
５
年
発
足
当
時
の
ア
メ
リ
カ
や

Ｅ
Ｕ
の
食
料
過
剰
を
背
景
に
、
農
産
物

の
自
由
化
を
一
層
推
進
す
る
と
い
う
、

い
わ
ば
輸
出
国
の
論
理
、
世
界
的
な
食

料
過
剰
時
代
の
論
理
で
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
が
、
現
在
の
「
世
界
的
食
糧
危
機
」

の
時
代
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
こ
と
を

露
呈
し
た
も
の
と
も
い
え
ま
す
。

●
食
料
自
給
率
40
％
の
現
実
に
再
認
識
を

今
日
の
世
界
の
新
し
い
食
糧
危
機
は

先
号
で
も
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
極

め
て
深
刻
か
つ
構
造
的
な
も
の
で
あ

り
、
す
べ
て
の
国
と
政
府
・
国
連
な
ど

が
最
優
先
し
て
緊
急
に
取
り
組
む
課
題

で
あ
り
、「
世
界
の
食
料
安
全
保
障
」

の
確
立
を
求
め
て
い
ま
す
。

１
０
０
億
人
へ
増
え
続
け
る
人
口
増

加
（
と
く
に
貧
し
い
国
々
）
と
温
暖
化

を
は
じ
め
と
す
る
地
球
環
境
の
悪
化
が

も
た
ら
す
異
常
気
象
と
耕
地
の
減
少
、

発
展
途
上
国
の
肉
食
化
な
ど
の
食
生
活

の
変
化
と
穀
物
需
要
の
逼
迫
、
食
料
主

権
を
求
め
る
途
上
国
の
正
当
な
要
求
、

1
餃
子
事
件
の
そ
の
後

す
で
に
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
天
洋
食
品
が

事
件
後
回
収
し
た
餃
子
を
食
べ
た
4
名

が
、
日
本
と
同
様
な
中
毒
事
故
を
起
こ

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
を
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に
日

本
の
外
務
省
に
伝
え
て
い
た
が
、
福
田

元
首
相
は
こ
れ
を
1
ヶ
月
も
公
表
せ

ず
、
読
売
新
聞
の
ス
ク
ー
プ
で
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
中
国
外
務
省
は
8
月

20
日
に
、「
日
本
に
対
し
て
情
報
非
公

開
を
要
請
し
た
の
は
、
ま
だ
調
査
中
な

の
で
公
表
は
不
都
合
だ
」
と
記
者
会
見

で
述
べ
た
が
、
こ
う
し
た
4
名
の
中
毒

事
故
が
発
生
し
た
事
実
を
日
本
政
府
が

国
民
へ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
、
事
件

捜
査
上
、
ど
ん
な
不
都
合
が
生
じ
る
と

い
う
の
か
、
誰
も
理
解
で
き
な
い
こ
と

で
す
。

「
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
手
づ
く
り
餃
子
」
事
件
か
ら
見
え
る
も
の
（
下
）

日
本
農
業
の
再
生
と
食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

岩
手
県
生
協
連　

会
長
理
事　

加
藤
善
正

こ
う
し
た
変
化
す
る
食
糧
需
給
を
利
用

し
た
「
投
機
マ
ネ
ー
」
に
よ
る
食
料
の

異
常
な
価
格
高
騰
、
こ
れ
ら
が
も
た
ら

す
飢
餓
人
口
の
増
大
と
食
糧
暴
動
の
頻

発
、
等
々
、
環
境
問
題
と
食
糧
問
題
は

ま
さ
に
コ
イ
ン
の
裏
表
の
関
係
で
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
異

な
っ
た
世
界
の
食
料
事
情
の
下
で
、
私

た
ち
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
わ
が
国
の

「
食
料
自
給
率
40
％
」
の
現
実
を
捉
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
必
要
な
食
料
は
輸
出
で
儲
け
た
資

金
で
世
界
か
ら
買
い
求
め
れ
ば
よ
い
」

「
国
際
化
す
る
時
代
に
お
い
て
貿
易
立

国
日
本
は
食
料
鎖
国
（
小
泉
元
首
相
の

弁
）
を
何
時
ま
で
も
続
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
自
由
化
を
さ
ら
に
進
め
る
」

「
4
割
の
減
反
を
続
け
、
77
万
ト
ン
も

の
Ｍ
Ａ
米
を
輸
入
す
る
農
政
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
農
政
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
至
上

主
義
の
政
策
を
抜
本
的
に
転
換
す
る
こ

と
な
く
し
て
、
日
本
の
食
料
の
安
全
保

障
は
実
現
で
き
な
い
し
、
貧
し
い
国
々

の
食
料
安
保
に
貢
献
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
が
益
々
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。



�

て
い
る
水
田
は
71
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
農

水
省
資
料)

あ
り
、
そ
の
う
ち
野
菜
な

ど
収
益
作
目
に
利
用
し
て
い
る
水
田
を

除
く
と
56
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
。
こ

こ
で
コ
メ
を
作
れ
ば
２
９
６
万
ト
ン
増

産
で
き
、
採
算
が
成
り
立
つ
よ
う
に
一

定
の
生
産
者
保
障
と
コ
メ
粉
や
飼
料
に

使
う
側
に
助
成
金
を
出
す
と
す
れ
ば
、

そ
の
財
政
負
担
の
総
額
は
２
８
０
０
億

円
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

わ
が
国
の
穀
物
自
給
率
は
27
％
か
ら

35
％
ま
で
に
上
が
る
と
試
算
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
１
９
６
９
年
の
「
減
反
」

前
の
過
去
最
大
の
水
田
作
付
面
積
は

３
１
７
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
こ
の

水
田
全
部
で
コ
メ
粉
・
飼
料
米
を
作
り
、

同
様
の
計
算
を
す
れ
ば
、
７
４
０
０
億

円
の
財
政
負
担
で
可
能
と
い
う
。
こ
の

時
点
で
も
穀
物
自
給
率
は
49
％
に
過
ぎ

ず
、
畑
作
の
活
用
、
水
田
の
冬
季
利
用

も
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

こ
の
２
８
０
０
億
円
、
７
４
０
０
億
円

の
財
政
負
担
を
何
と
比
較
し
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
が
、
私
た
ち
国
民
の
理

解
と
認
識
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

●
再
生
産
可
能
な
価
格
保
障
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を

08
年
度
の
農
林
水
産
省
予
算
は

2
兆
6
３
７
０
億
円
で
す
が
、
ダ
ム
や

林
道
な
ど
不
必
要
な
土
木
公
共
事
業
が

40
％
も
占
め
、
生
産
者
の
経
営
支
援
や

増
産
政
策
へ
回
る
予
算
が
年
々
縮
小
し

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
憲
法
九
条
が
あ
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
防
衛
費
と
い
う
名
の

「
軍
事
費
」
は
農
水
省
予
算
の
2
倍
に

も
な
っ
て
お
り
、
軍
事
に
よ
る
安
全
保

障
が
「
食
料
安
全
保
障
」
よ
り
優
先
さ

れ
て
い
る
現
在
の
「
国
家
政
策
」
が
数

値
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
金
融
危
機
に
お
け
る

何
十
兆
円
も
の
税
金
投
入
、
大
企
業
や

資
産
・
金
融
所
得
へ
の
巨
額
の
減
税
、

独
立
行
政
法
人
と
天
下
り
に
お
け
る
特

別
会
計
の
恐
る
べ
き
無
駄
使
い
の
数
々

が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の

２
８
０
０
億
円
、
７
４
０
０
億
円
に
近

い
財
政
支
出
を
上
げ
れ
ば
、
日
本
が
世

界
で
2
番
目
に
多
く
持
っ
て
い
る
（
6

隻
）
イ
ー
ジ
ス
艦
は
1
隻
１
４
０
０
億

円
で
あ
り
、
2
隻
で
２
８
０
０
億

円
、
在
日
米
軍
へ
の
財
政
負
担
は
年
間

６
５
０
０
億
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。
現
在

の
農
業
・
農
村
と
自
給
率
を
再
生
さ
せ

る
た
め
に
は
、
農
民
の
生
産
意
欲
に
つ

な
が
る
再
生
産
可
能
な
価
格
保
障
シ
ス

テ
ム
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
高
齢
化
し
た
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
大
規
模
農
家
に
担
い
手
を

集
約
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
兼
業
農

家
・
家
族
経
営
農
家
を
育
成
す
る
と
同

時
に
、
若
い
新
し
い
農
業
従
事
者
を
計

画
的
に
増
や
す
政
策
が
ど
う
し
て
も
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
若
い
農
業

就
業
者
に
対
す
る
支
援
、
た
と
え
ば
、

3
年
間
は
毎
月
15
万
円
ぐ
ら
い
の
生
活

費
支
援
を
行
い
、
彼
ら
を
指
導
研
修
で

き
る
高
齢
者
農
民
へ
は
、
毎
月
3
万
円

ぐ
ら
い
の
指
導
料
を
国
が
支
援
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
自
立
す
る
3
年
後
の
生

2
日
本
農
業
の
再
生
・
自
給
率
向
上
の

た
め
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

「
投
機
マ
ネ
ー
」
に
よ
る
石
油
・
飼
料
・

肥
料
な
ど
の
異
常
高
騰
、「
生
産
コ
ス

ト
」
の
暴
騰
に
対
し
て
、「
緊
急
対
策
」

を
各
政
党
が
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
緊
急
対
策
が
、
来
る

衆
議
院
選
挙
の
人
気
取
り
で
終
わ
っ
た

り
、第
1
次
産
業
の
構
造
的
な
危
機
（
農

林
水
産
物
生
産
価
格
の
連
続
的
な
低
減

に
よ
る
経
営
危
機
・
担
い
手
不
足
や
高

齢
化
・
過
疎
化
・
地
方
経
済
の
衰
退
・

格
差
拡
大
な
ど
）
の
本
当
の
原
因
を
曖

昧
に
し
た
り
、
政
策
転
換
を
後
回
し
に

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

私
は
次
の
よ
う
な
考
え
方
が
国
民
世

論
と
し
て
広
が
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る

政
治
が
な
け
れ
ば
、
一
時
的
な
投
薬
や

湿
布
、
小
手
先
の
手
術
で
再
生
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
ほ
ど
、
事
態
は
深
刻
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

●
食
料
自
給
率
の
向
上
へ
の
財
政
負
担
を

「
食
料
自
給
率
の
向
上
は
国
内
食
料

増
産
が
不
可
欠
」「
自
給
率
が
高
い
国

の
よ
う
に
増
産
に
は
財
政
支
援
が
不
可

欠
」「
新
し
い
世
界
的
食
糧
危
機
時
代

に
は
国
民
の
食
料
は
基
本
的
に
国
内
生

産
で
ま
か
な
う
『
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
を
最
優
先
さ
せ
る
政
策
が
不
可
欠
」

「
農
業
協
同
組
合
新
聞
」（
7
月
30
日
付
）

に
お
い
て
、
農
業
経
済
学
者
の
森
島
賢

先
生
は
具
体
的
数
値
を
示
し
、
減
反
政

策
を
や
め
、
コ
メ
粉
や
飼
料
米
の
増
産

を
行
い
、
そ
の
た
め
の
財
政
支
援
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
現
在
転
作
や
休
耕
し

産
手
段
を
購
入
す
る
資
金
の
ゼ
ロ
金
利

融
資
制
度
な
ど
、
具
体
的
に
、
現
場
に

適
応
し
た
財
政
負
担
を
国
が
行
う
制
度

が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
こ
う
し
た

農
民
と
農
村
の
現
場
に
マ
ッ
チ
し
た
生

き
た
農
政
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
財
政
負
担
を
誰
が

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
う
の
で
し
ょ

う
か
。
農
漁
民
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ｆ

な
ど
は
「
食
料
安
全
保
障
」
の
た
め
の

国
の
財
政
負
担
増
額
を
、
か
つ
て
の
米

価
闘
争
の
よ
う
な
激
し
い
運
動
で
実
現

し
、
そ
れ
を
す
べ
て
の
国
民
が
支
援
す

る
取
り
組
み
が
急
が
れ
ま
す
。

3
協
同
組
合
運
動
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
具

体
化
の
た
め
に

１
９
８
０
年
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
会
は
レ
イ

ド
ロ
ー
博
士
の
「
西
暦
２
０
０
０
年
に

お
け
る
協
同
組
合
」
の
提
言
を
満
場
一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
に
は

21
世
紀
の
世
界
の
協
同
組
合
の
最
優
先

す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
と
し
て
、

食
糧
危
機
へ
の
対
応
、「
飢
え
を
な
く

す
る
協
同
組
合
」
を
提
起
し
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
の
協
同
組
合

も
世
界
の
そ
れ
も
、
20
世
紀
末
か
ら
の

20
数
年
間
、
こ
の
提
言
を
必
ず
し
も
十

分
に
実
践
で
き
な
い
で
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
日
の
世
界
的
な
新
し
い
食
糧

危
機
、
日
本
農
業
の
構
造
的
危
機
に
直

面
し
て
、
こ
の
提
言
を
活
か
し
、「
世

界
の
飢
え
を
な
く
す
る
た
め
の
協
同
組

合
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
改
め
て
実
践
に

移
し
た
い
も
の
で
す
。



■
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
へ
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

6
月
14
日
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
に
際
し
ま
し
て
は
、
県
内
は

じ
め
全
国
の
生
協
か
ら
た
く
さ
ん
の
お

見
舞
い
と
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
援
金
窓
口
を
岩
手
県
生
協
連
、
宮

城
県
生
協
連
、
日
本
生
協
連
北
海
道
・
東

北
地
連
の
3
者
共
同
で
設
置
し
、
４
７
，

８
１
３
，
８
７
４
円
（
72
生
協
・
連
合
会
、

2
社
、
1
個
人
か
ら
、
9
月
16
日
現
在
）

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
の
配
分
１
０
，
８
５
３
，

７
７
２
円
と
、
県
内
生
協
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
５
４
３
，
７
０
２
円
を
合

わ
せ
て
合
計
１
１
，
３
９
７
，
４
７
４

円
を
日
本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
へ
贈

呈
し
ま
し
た
（
10
月
2
日
）。
県
生
協
連

か
ら
加
藤
善
正
会
長
理
事
、
高
橋
克
公

常
務
理
事
、
内
澤
祥
子
理
事
、
峰
田
優

一
理
事
が
代
表
し
て
、
日
赤
岩
手
県
支

部
長
で
あ
る
達
増
拓
也
県
知
事
に
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。
義
援
金
は
、
被
災

者
の
復
興
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
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■
定
年
後
を
見
通
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を

第
6
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催

8
月
27
日
・
28
日
、
雫
石
町
・
南
部

富
士
見
ハ
イ
ツ
に
て
会
員
生
協
か
ら
3
生

協
21
名
が
参
加
し
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
（
い
わ
て
生
協

と
の
共
催
）。
２
０
０
３
年
度
か
ら
毎
年

開
催
し
、
今
年
度
で
6
回
目
と
な
り
ま
す
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
亀
山

孝
之
さ
ん
を
講
師
に
、
な
ぜ
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
が
必
要
か
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
裏
付
け

る
長
期
資
金
の
作
り
方
、
年
金
の
基
礎
知

識
に
つ
い
て
学
習
後
、
参
加
者
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
。

「
自
分
は
定
年
ま
で
ま
だ
ま
だ
⋮
と
あ

ま
り
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
セ
ミ

ナ
ー
を
受
け
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
今
か
ら

で
も
整
理
し
て
プ
ラ
ン
を
立
て
な
い
と
大

変
に
な
る
と
思
っ
た
。」「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
す
る
事
に
よ
り
、
自
分
の
気
づ
か
な

い
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
勉
強
に
な
っ

た
。」「
持
ち
帰
り
自
宅
で
作
業
に
取
り
か

か
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
生
活
設
計
に
役

立
つ
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

■
税
・
社
会
保
障
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
2
弾

「
ど
う
な
る
医
療
費
負
担
〜
医
療
費
抑

制
計
画
が
始
動
」

岩
手
県
生
協
連
、
岩
手
県
消
団
連
、
い

わ
て
生
協
、
岩
手
県
学
校
生
協
、
盛
岡
医

療
生
協
、
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
6

団
体
が
共
催
し
て
9
月
11
日
に
開
催
、
約

80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
央
社
会
保
障
協
議
会
事
務
局
次
長
の

相
野
谷
安
孝
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。
医

療
費
の
抑
制
は
老
人
医
療
費
無
料
が
廃
止

さ
れ
た
83
年
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

が
、
医
療
「
構
造
改
革
」
の
最
大
の
眼
目

は
２
０
２
５
年
（
＝
団
塊
の
世
代
が
す
べ

て
75
歳
以
上
）
ま
で
に
公
的
医
療
給
付
を

年
間
8
兆
円
削
減
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
柱
と
し
て
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
こ

の
間
の
反
対
の
声
で
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
、
70
～
74
歳

の
窓
口
負
担
も
1
割
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
相
野
谷
さ
ん
は
「
今
度
の
選
挙
結

果
次
第
で
す
ぐ
に
戻
る
こ
と
は
確
実
で
あ

り
、
引
き
続
き
制
度
廃
止
を
求
め
る
運
動

を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
」
と
結
び
ま
し
た
。

不
服
審
査
請
求
書
を
提
出

続
い
て
午
後
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
「
不
服
審
査
請
求
」
の
意
思
統
一
集

会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
庁
に
移

動
し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
審
査
会
に
対

し
て
、
岩
手
社
保
協
、
民
医
連
、
年
金
者

組
合
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
呼
び
か
け
寄

せ
ら
れ
た
１
２
５
名
分
の
不
服
審
査
請
求

書
を
提
出
し
ま
し
た
。


